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7）更年期不定愁訴の み か た

国立 成育医療セ ン ター
第二 専門 診孺 ll医長 高 松 絮妻

　食 わず嫌 い とい う言葉がある．十分 に試しもせ

ずに嫌 うとい う意味だが ， 産婦 人科領域で 最も食

わず嫌い 的な存在は更年期の 分野，特に更年期障

害の 不定愁訴で は ない だ ろ うか ？

　その理由 として は， 診断 ・評価や治療判定ツ ー

ル で あ る心理テ ス トや 調査表は種類が 多い うえに

な じみが 薄い ため ， その 選択 と解釈 ・評価方法が

分か りに くく，愁訴の 全体像を捉 えに くい こ とが

挙げ られる．さらに，我々産婦人科医に とっ て決

して 得意で ある とはい い 難 い メ ン タ ル ヘ ル ス の 評

価 をどうすれ ば よ い か と い う問題 もある と思われ

る．

　しか し，2001 年 6 月 ， 日本 産科婦 人科学会生

殖 ・内分泌委員会にお い て 「日本人女性の 更年期

症状評価表」が作成 され ， 日本人にお ける愁訴把

握の 標準化が 可能 とな っ た．また ， 近年 ，
メ ン タ

ル ヘ ル ス の ス ク リーニ ン グにお い て，簡便な自己

記入式質問紙 を用 い た ス コ ア 化の 有用性 も報告さ

れて い る，精神科 領域 で は DSM −IVの 多軸 シス テ

ム を用 い て
，

一
般 身体疾患 ， 心理社会的お よび環

境的問題を含めて多方面か ら現状の 問題点 を洗 い

出 し， 漏れな く総合的かつ 系統的に評価 を行 うこ

とが 多い が ， こ の よ うなアプ ロ
ー

チ も有効で ある

と考 え られる．

　料理法を工 夫すれ ば ， 食わず嫌い だ っ たもの が

苦 にな らな くなる ど ころか好きに なっ て しま うこ

とさえあ る．本プ ロ グ ラ ム で は，更年期の 不定愁

訴の ヒ手 な料理方法，つ ま り切 り凵 と して の 不定

愁訴の 捉え方の 実際 とその 評価方法の 「コ ツ」を

お示 し した い ．

8）絨毛性疾患の 基礎知識
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　絨毛性疾患 は胞状奇胎 （全奇胎 ， 部分奇胎 ， 侵

入奇胎）， 絨毛癌 （妊娠性，非妊娠性）， placental

site　trohpoblastic　tUrnor （PSTT），存続絨毛症 （臨

床的絨毛癌 ， 臨床的侵入奇胎 ， 奇胎後 hCG 存続症）

の 4 つ の 病型に分類され て い る．胞状奇胎 の 発生

率は頻度の 高か っ た 東南ア ジ ア をは じめ世界的に

減少傾向に あ り， とくに 日本で の 発生頻度はこ の

20 年で 半減 して 妊娠 1，000当た り 1〜2 回 と欧米

並み とな っ た ．胞状 奇胎は妊娠初期の 超音波検査

に よる水嚢胞エ コ
ーで 疑われ ，嚢胞化 した絨毛で

肉眼的に診断される．全奇胎は脱核卵子の 受精（雄

核発生）に伴い 発生 す るが ， 受精精子に よ りホ モ

とヘ テ ロ に分類 され る．一方 ， 部分奇胎は IE常卵

子 へ の 2 精 r受精で 発 生 す る。胞状 奇胎後 の 10

〜20％ に侵人 奇胎や絨毛癌が 発症す る ため に血

中 hCG 測定 を中心 とした予後管理 が行われる，

hCG 値が順調な下降を示 さない 場合に は ， 画像診

断などに よる病巣検索が必要 となる．その 際 ， 病

態の 状況を点数化 して 治療や予後推定に役立 て て

い る． H 本で用 い られて い る絨毛癌診断ス コ ア が

侵入 奇胎 と絨 毛癌 の 鑑別 を 主眼 とす る の に 対 し

て ，
WHO 予後診断ス コ ア は各予後因 r一か ら患者

を臨床的に リス ク分類 しよ うとする もの で ある．

絨毛性疾患の 治療 は化学療法が 基本で ある．絨毛

癌が化学療法の み で 完治 可能な類稀なる 固形癌 と

な っ た の は
， 産婦人科医の Medical　Oncologistと

して の 大 い なる活躍の 成果で ある．
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